
活動団体名：株式会社アズマ
➡八女が好き８C（やし）!!!
やめスマ研究所

活動地域 ：福岡県 八女市

活動におけるテーマ

『強い田舎を創りたい』

~エネルギーの“地消地産”でつくる地域内循環の仕組み~

令和4年度 環境で地域を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

成果共有会 発表資料
活動団体の本事業への関わり

今年度より‟環境整備“に取組む ✔

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む
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活動団体および活動地域の紹介

活動地域：福岡県八女市

人口 ：６万９２６人
（2022年12月末時点）

自然 ：総面積の６５％が森林
森林面積 315.25k㎡
総面積 482.44k㎡

農作物 ：お茶、筍、
いちご・なし・ぶどう等

伝統工芸：仏壇、提灯、
手すき和紙、石灯篭等

活動団体：㈱アズマ➡やめスマ研究所（2022年7月キックオフ）

コアメンバー ：㈱アズマ、やめエネルギー㈱、マーケティングミックス㈱

地域コーディネーター：横山 泰治（一般社団法人サステナブルコミュニティ共創機構）

ステークホルダー ：２７団体
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活動団体および活動地域の紹介



地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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当初の想い
（カントク）



地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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活動団体および活動地域の紹介

強い田舎を創りたい
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活動団体および活動地域の紹介

強い田舎を創りたい
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活動団体および活動地域の紹介

取り組み①
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活動団体および活動地域の紹介

取り組み②
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活動団体および活動地域の紹介

取り組み②
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活動団体および活動地域の紹介



地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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地域のありたい未来実現のためのこれまでの歩み
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

事業全体
の予定
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ミーティング

九州ブロック
中間共有会
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八女版
マンダラ共有会

◆第１回
ステークホル
ダーＭＴＧ

◆第２回
ステークホル
ダーＭＴＧ

◆第３回
ステークホル
ダーＭＴＧ

◆第４回
ステークホル
ダーＭＴＧ

◆第５回
ステークホル
ダーＭＴＧ

１．ワークショップ（計9回実施）

内容：3つのワークショップを1か月単位のローテーションで合計9回実施

成果：理想の地域の姿・地域の現状を考えるきっかけがつくれた

思いに共感頂いた方々にステークホルダーとして参画頂いた

２．ステークホルダーミーティング（計6回開催）

内容：思いに共感いただいた方々とステークホルダーミーティングを実施

成果：ワークショップで出た地域の方々の意見や想いをもとに地域課題の棚卸と事業のタネを発見し八女版マンダラを作成した

３．地域内で自走できる体制の構築

成果：コアメンバーの2名が「2030 SDGs」のファシリテーションと「コミュニケーショングラフィッカー」の認定取得

◆第6回
ステークホル
ダーＭＴＧ



現状の地域プラットフォームと取組を通じての変化
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・「“出入り自由！”だけど“否定”はしない。」というグランドルールのもと、今までの事業活動では繋がれ

ていなかった地域住民、地域企業、団体、自治体の方々と「“八女が好き！”“八女をより良くしたい！”」と

いう共通の想いでつながることが出来、それぞれのリソースを持ち寄り「理想の未来の八女の姿」を実現

するために活動していくベースが構築できた

【現状の地域プラットフォーム】

【地域プラットフォームの変化】



地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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「地域の未来を考えるきっかけづくり」を目的に計9回ワークショップを実施



地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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ワークショップの風景



地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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ワークショップの成果物



地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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八女のイメージ



地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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八女市報での掲載 市役所での掲示
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地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿

ステークホルダー

・市役所

・森林組合

・JA

・ビルダー

・地域電力会社

・地域電力会社

・地方銀行

・自動車販売、整備店

・塗装屋

・お茶屋

・大手私鉄

・仏壇屋

・社会福祉協議会

・リサイクル、ごみ処理事業者

・大学

・芸術家 ・酒蔵 ・養鶏事業者

・イベント事業者

八女に住む・関わる産学官民の
方々が集まり計6回の
ステークホルダーミーティングを実施

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回
10
月
19
日

12
月
5
日

12
月
20
日

1
月
17
日

2
月
17
日

3
月
11
日



地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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ステークホルダーMTGの様子



地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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ステークホルダーMTGで
出てきた地域課題



23

地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿



地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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地域資源
地域課題



地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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ステークホルダー



地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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取組を通しての成果と新たに見えてきた課題
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１．理想の八女の未来について考えるきっかけを作ることが出来た

◆3つのワークショップをローテーションで実施

➡成果

・理想の八女の未来の共有、地域資源・地域課題の洗い出しが出来た

・PFの取り組みを八女市報で掲載して頂いた

・八女の方々と描いた理想の未来の姿を市役所に掲示させて頂いた

２．八女版マンダラを作成できた

◆ステークホルダーミーティングの実施

➡成果

・コアイシューと理想の未来の姿の実現のための地域課題解決型の事業の

タネを発見することが出来た

・やめスマ研究所の取り組みを福岡商工会議所の「SDGs fukuoka」に登

録頂いた

３．取り組みを自走するための一歩目が踏み出せた

◆ワークショップのファシリテーターの認定にチャレンジ

➡成果

・コアメンバーの2名が2つのワークショップのファシリテーターの認定を

取得した

難しかったこと

・ワークショップへの動員

新たな課題

・成果を出せるPF活動を継続させるた

めの活動費用の捻出

・地域の学生の巻き込み

・事務局機能の構築

来年度チャレンジしたいこと

・より広く意見を募るためのアンケート

・ワークショップを地域で自走できる体

制の構築

難しかったこと

・ステークホルダーの巻き込み活動

新たな課題

・地域の学生の巻き込み

・事務局機能の構築

来年度チャレンジしたいこと

・事業化に向けた「事業のタネ」のブ

ラッシュアップ

・より語れるマンダラの作成

来年度チャレンジしたいこと

・地域内にワークショップのファシリ

テーターを増やしていく



活動における今後の展望
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１．やめスマ研究所が自走可能な状態をつくる

・活動補助が無くなった後も地域に効果的にPFが残り続けるため、

PFとして収益を上げられる仕組みとそれを実行する地域人材を育んでいく

２．事業化に向けた「事業のタネ」のブラッシュアップ

・沢山でた事業のタネを事業化できることをし示すことで、今後地域で地域課題

解決型の事業が創造されていく下地をつくっていく

３．取り組みの地域間連携を目指していく（筑後７国）

・近隣自治体の1つがやめスマ研究所の活動を体験し、同事業に申請しようと

する動きが発生した

・今後は地域間連携も視野に入れ、それぞれの地域特性を活かし共に「理想の

未来の地域」を実現できる体制の構築を目指していきたい



活動における今後の展望
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※筑後七国
八女市、広川町、筑後市、
みやま市、大木町、大川市、柳川市
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